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◆事業成果や執行状況を
チェック！

　令和６年度の決算を認
定

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

山形市議会 で 検索

▲サトイモ掘るぞ♪
　うんとこしょ！どっこいしょ！

◆重点支援地方交付金を活用した
　物価高騰対策 補正予算を審査

7月臨時会
9月定例会



令和６年度の決算を認定令和６年度の決算を認定

　　　　�  363億1,326万円
個人・法人市民税、固定資産税などの税収入

　　　　　　　�  211億2,665万円
自治体が行う特定の事業経費の全部または一部に対して国が支出するお金

　　　　　　　�  145億7,040万円
市町村の財政力に応じて国から交付されるお金

　　　　　　　　　　　�  97億7,186万円
国や県が徴収し、一定割合で市に交付される、本来地方税となるべきお金

　　　　�  52億630万円
長期間使われる公共施設を整備するための借入金

①市税

②国庫支出金

③地方交付税

④地方譲与税・交付金

⑤市債

（地方交付税の肩代わりである臨時財政対策債を含む）

　　　　　�  272億6,459万円
県支出金、諸収入、繰越金、使用料及び手数料など
⑥その他

　　　　　�  452億7,108万円
子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費

　　　　　　　　　　　　　　�  130億4,277万円
議会の運営、広報、文化・スポーツ振興などの経費

　　　　　�  128億40万円
公園や道路・街路の整備、市営住宅の管理などの経費

　　　　　　　　　　　　　　　　�  101億3,621万円
勤労者福祉対策、農業振興、観光振興などの経費

　　　　　�  93億5,963万円
教育の充実、ＩＣＴ環境の整備、学校の改修、生涯学習などの経費

　　　　　�  206億2,003万円
衛生費、消防費、災害復旧費、公債費

①民生費

②議会費・総務費・諸支出金

③土木費

④労働費・農林水産業費・商工費

⑤教育費

⑥その他

一般会計歳入
1,142億5,306万円

一般会計歳出
1,112億3,012万円

国庫支出金
18.5％

地方譲与税・交付金
8.5％
地方交付税
12.7％

市債
4.6％

その他
23.9％ 市税

31.8％

議会費・総務費・
諸支出金　11.7％

労働費・農林水産業費・
商工費　9.1％

その他
18.6％

土木費
11.5％

教育費
8.4％

民生費
40.7％

すべての世代が将来に希望を持てる 持続可能なまちづくりを推進
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事業成果や執行状況をチェック！事業成果や執行状況をチェック！

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、

当
初
予
算
で
２０
億
円
を
計
上
し
、

年
度
の
途
中
で
増
額
補
正
す
る
こ

と
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和
６
年

度
の
歳
入
額
は
約
４７
億
円
と
な
り
、

当
初
の
見
込
み
を
大
き
く
超
え
て

い
る
。
年
度
当
初
か
ら
事
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
予
算

計
上
額
を
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
禁

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

歳
入

�

１
１
４
２
億
５
３
０
６
万
円

　
国
や
県
か
ら
の
支
出
金
や
市

税
な
ど
を
市
の
歳
入
（
収
入
）

と
し
ま
し
た
。

委
員

財
政
部
長

止
な
ど
の
制
度
変
更
が
あ
る
こ
と

や
、
天
候
不
順
な
ど
の
影
響
を
受

け
る
可
能
性
の
あ
る
農
産
物
の
返

礼
品
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
確

実
性
が
高
い
見
込
額
を
計
上
し
て

い
る
が
、
他
市
の
状
況
な
ど
も
調

査
し
て
い
く
。

　
　
　
国
か
ら
交
付
さ
れ
た
定
額

減
税
減
収
補
塡
特
例
交
付
金
で
、

市
民
税
の
減
収
分
を
補
塡
す
る
こ

と
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
全
国
の
自
治
体
か

ら
の
減
収
見
込
額
の
報
告
に
応
じ

て
交
付
金
の
総
額
が
按
分
さ
れ
て

い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
、
実
際

の
減
収
額
に
４
％
程
度
上
乗
せ
さ

れ
た
額
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
各
医
療
機
関
の
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
の
差
な
ど
の
課
題
に
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
医
療
機
関
と

消
防
本
部
の
救
急
隊
員
全
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
実
際
の
声
を
聞
き
な
が
ら
シ

ス
テ
ム
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

委
員

市
民
税
課
長

救
急
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業�

２
３
０
３
万
円

　
救
急
現
場
の
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
医
療
機
関
と
共
有
し
、

救
急
業
務
を
効
率
化
し
ま
し
た
。

委
員

救
急
救
命
課
長

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（令和６年度末現在）
一 般 会 計 １，０５２億４，０４８万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 ３，６３０万円
駐 車 場 事 業 会 計 ９，２８２万円
公設地方卸売市場事業会計 なし

２０．０％

２億５５１万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし １４２億８，５６６万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし ６９４億５，９１２万円
農業集落排水事業会計 なし ４億２９２万円
市立病院済生館事業会計 なし ８億３，７７４万円

合　　　　計 １，９０５億６，０５５万円

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。
※区画整理事業会計は令和６年度をもって廃止され、残高は一般会計に移行しました。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし なし  ７．８％  ８７．３％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

「健康医療先進都市」と「文化創造都市」の２大ビジョンのもと、

▲スムーズな情報共有でより迅速で的確な救急搬送へ
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子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

の
受
診
率
が
低
い
が
、
受
診
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
無
料
ク
ー
ポ
ン

が
受
診
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
、
特
に
若
い
女
性
を
対
象
に
、

検
診
の
重
要
性
や
必
要
性
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
啓
発
し
て
い
く
。

が
ん
検
診
推
進
事
業

�

１
１
３
５
万
円

　
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
へ
、

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　
つ
な
が
り
よ
り
そ
い
チ
ャッ

ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
支
援
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傾
聴
を
望

む
人
へ
の
対
応
に
活
用
し
て
お

り
、
問
題
解
決
を
望
む
人
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
職
の
デ
ジ
タ

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
つ
な

げ
る
相
談
体
制
と
し
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
生
活
者
支
援
事
業

�

１
８
５
７
万
円

　
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の
た

め
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
員

を
配
置
し
た
ほ
か
、
つ
な
が
り

よ
り
そ
い
チ
ャ
ッ
ト
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

委
員

地
域
共
生
社
会
課
長

作
業
の
一
部
は
前
倒
し
で
実
施
し

て
お
り
、
現
時
点
で
１１
年
７
月
の

開
業
予
定
に
変
更
は
な
い
。

　
　
　
利
用
料
収
入
の
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
利
用
料
金
の
見
直

し
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
の

収
入
は
約
１
４
９
０
万
円
で
あ
っ

た
。
自
転
車
が
老
朽
化
し
た
際
の

維
持
管
理
費
の
課
題
な
ど
も
勘
案

し
、
現
在
、
利
用
料
金
の
見
直
し

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
令
和
６
年
度
は
結
婚
相
談

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

運
営
事
業�

１
７
２
５
万
円

　
中
心
市
街
地
を
核
と
し
た
移

動
環
境
の
向
上
と
、
脱
炭
素
型

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換

を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
を
運
営
し
ま
し
た
。

委
員

公
共
交
通
課
長

や
ま
が
た
ｄ
ｅ
愛
支
援
事
業

�

７５
万
円

　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
市
民
活
動
団
体
へ
の
補
助

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
を
中

心
に
実
施
す
る
結
婚
相
談
会
へ

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

交
付
人
数
が
７
３
４
人
、
１
枚
５

０
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
枚

数
は
１
万
９
０
４
１
枚
で
あ
り
、

利
用
率
は
約
６５
％
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
は
、本
事
業
と
、交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
活
用
し
て
バ
ス
の
３
か

月
定
期
券
を
交
付
す
る
高
齢
者
外

出
支
援
事
業
と
の
選
択
制
と
な
っ

て
い
る
が
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
活
用
し
て
２
つ
の
事
業
を
共
通

化
し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
を
用
い
た
共
通
利
用
の
た

め
に
は
、
す
べ
て
の
タ
ク
シ
ー
に

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
搭
載
す

る
必
要
が
生
じ
る
な
ど
の
課
題
も

あ
る
た
め
、
７
年
度
に
地
域
公
共

交
通
計
画
の
見
直
し
を
行
う
中
で

検
討
し
て
い
く
。

長
寿
支
援
課
長

要
と
す
る
ア
プ
リ
も
変
化
す
る
こ

と
か
ら
、
ほ
か
の
ア
プ
リ
の
導
入

も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
の
公
表
後
、
芸

術
団
体
な
ど
の
関
係
者
へ
説
明
を

行
い
、
要
望
を
踏
ま
え
て
基
本
設

計
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
後
の
反
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
表
当

市
民
会
館
整
備
事
業

�

８
７
７
万
円

　
整
備
を
行
う
事
業
者
を
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定

し
、
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
し

た
。

委
員

新
市
民
会
館
整
備
室
長

　
　
　
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る

媒
体
ご
と
の
視
聴
状
況
は
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
閲
覧
履
歴

な
ど
は
確
認
し
て
い
る
が
、
テ
レ

ビ
な
ど
で
の
視
聴
状
況
を
調
べ
る

手
法
は
検
討
し
て
い
く
。
現
在
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

中
心
に
広
報
を
行
っ
て
い
る
が
、

時
代
の
変
化
に
伴
い
、
市
民
が
必

広
報
事
業

�

１
億
３
１
８
７
万
円

　
広
報
や
ま
が
た
の
発
行
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
で
の
市
政
情
報
の
提
供
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

初
は
、周
辺
と
の
デ
ザ
イ
ン

の
調
和
へ
の
意
見
も
あ
っ

た
が
、
２９
団
体
４８
人
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、

利
用
者
団
体
な
ど
か
ら
は

そ
の
よ
う
な
意
見
は
聞
か

れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
事
業
費
を
令
和
７

年
度
に
繰
り
越
し
て
い
る

が
、
事
業
の
進
展
に
遅
れ

は
生
じ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繰
越
事
業
は
令
和
７
年
４

月
３０
日
で
完
了
し
て
い
る
。 

遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

委
員

新
市
民
会
館
整
備
室
長

会
を
２３
回
開
催
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
若
者
の
出
会
い
の
場
を
増
や

す
た
め
、
事
業
を
さ
ら
に
拡
充
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

仲
人
と
協
議
を
行
う
ほ
か
、
県
が

運
営
し
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
周
知
な
ど
を
通
じ
て
、
出

会
い
の
場
の
創
出
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
令
和
６
年
度
の
実
績
は
、

公
民
連
携
室
長

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

タ
ク
シ
ー
券
交
付
事
業

�

９
７
２
万
円

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
７０
歳
以
上
の
方
に
タ
ク
シ
ー

券
２
万
円
分
を
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

▲結婚を望む人へ、出会いを支援

▲文化芸術活動の新たな拠点となる新市民会館整備予定地
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子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者

の
受
診
率
が
低
い
が
、
受
診
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
無
料
ク
ー
ポ
ン

が
受
診
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

に
、
特
に
若
い
女
性
を
対
象
に
、

検
診
の
重
要
性
や
必
要
性
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
啓
発
し
て
い
く
。

が
ん
検
診
推
進
事
業

�

１
１
３
５
万
円

　
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
へ
、

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

健
康
増
進
課
長

い
き
た
い
。

　
　
　
令
和
６
年
度
は
蜂
が
動
か

ず
、
結
果
が
出
な
か
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、今
後
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
県
を
中
心
と
し
た
会

議
の
中
で
、
短
期
的
に
取
り
組
め

る
課
題
と
中
長
期
的
な
課
題
と
の

整
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、今
後
は
、

県
と
連
携
し
て
対
策
を
講
じ
て
い

く
。 お

う
と
う
受
粉
蜂
導
入
拡
大

事
業�

１
６
７
万
円

　
高
品
質
化
と
安
定
生
産
を
図

る
た
め
、
受
粉
用
蜜
蜂
の
導
入

へ
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

農
政
課
長

　
　
　
つ
な
が
り
よ
り
そ
い
チ
ャッ

ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
支
援
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傾
聴
を
望

む
人
へ
の
対
応
に
活
用
し
て
お

り
、
問
題
解
決
を
望
む
人
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
職
の
デ
ジ
タ

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
つ
な

げ
る
相
談
体
制
と
し
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
生
活
者
支
援
事
業

�

１
８
５
７
万
円

　
相
談
支
援
体
制
の
強
化
の
た

め
、
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
員

を
配
置
し
た
ほ
か
、
つ
な
が
り

よ
り
そ
い
チ
ャ
ッ
ト
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

委
員

地
域
共
生
社
会
課
長

　
　
　
令
和
６
年
度
は
約
４７
億
円

の
寄
附
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

主
な
返
礼
品
で
あ
る
さ
く
ら
ん
ぼ

の
不
作
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
ん

ぼ
に
は
約
６
万
２
０
０
０
件
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
う
ち
約
５
３
０

０
件
が
代
替
品
で
の
対
応
、
約
４

６
０
０
件
が
次
年
度
で
の
対
応
と

な
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

２１
億
１
５
６
９
万
円

　
返
礼
品
と
し
て
魅
力
的
な
特

産
物
を
贈
る
こ
と
で
、
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
業
の
振
興
を

図
り
、財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

委
員

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課
長

２７
人
、
天
童
市
が
２１
人
、
山
辺
町

が
１８
人
、
上
山
市
が
１３
人
、
中
山

町
が
５
人
、
寒
河
江
市
が
４
人
、

河
北
町
が
２
人
、
村
山
市
が
１
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
や
運
営

で
の
課
題
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早

期
支
援
が
必
要
な
人
な
ど
を
支
援

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

が
、
相
談
件
数
の
増
加
へ
の
対
応

が
課
題
で
あ
り
、
件
数
が
多
い
学

校
か
ら
の
受
付
方
法
を
統
一
化
す

る
な
ど
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
　
令
和
６
年
度
の
農
園
数
が

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
事
業�

５
５
８
万
円

　
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施

す
る
た
め
、
包
括
的
な
相
談
支

援
を
行
う
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

市
民
農
園
運
営
事
業

�
４４
万
円

　
生
産
と
消
費
に
対
す
る
理
解

の
増
進
を
図
る
た
め
、
農
家
が

開
設
し
た
農
園
を
山
形
市
市
民

農
園
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

委
員

　
　
　
市
内
施
設
の
令
和

６
年
度
の
山
形
連
携
中
枢

都
市
圏
内
各
市
町
の
利
用

内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
山
形
市

が
９
０
９
人
、
東
根
市
が

病
児
・
病
後
児
保
育

事
業

�

５
９
２
３
万
円

　
病
気
の
回
復
期
に

至
っ
て
い
な
い
児
童
や

回
復
期
の
児
童
を
保
育

し
ま
し
た
。

委
員

保
育
育
成
課
長

５
年
度
と
比
較
し
て
減
少

し
て
い
る
要
因
は
な
に
か
。

ま
た
、
市
民
の
需
要
に
対

し
て
充
足
で
き
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
土
地
所
有
者

が
宅
地
と
す
る
た
め
に
土

地
を
売
却
し
た
こ
と
で
、

２
農
園
減
少
し
た
が
、
７

年
度
は
１
農
園
増
え
、
現

在
７
農
園
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
農
園
は
人
気
が
あ
り
、

要
望
も
あ
る
た
め
、
農
家

か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
、

農
地
を
活
用
で
き
る
場
合

に
は
積
極
的
に
増
や
し
て

農
政
課
長

▲山形連携中枢都市圏で取り組む病児・病後児保育

▲農業に触れ、楽しむ場として人気の市民農園
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に
１
人
ず
つ
配
置
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
複
式
学
級
や
小
規
模
校
で

は
、
教
員
の
数
が
足
り
ず
に
苦
慮

し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
。
学
校

現
場
か
ら
増
員
な
ど
の
要
望
は
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
学
校
か
ら
配

置
の
要
望
も
あ
る
た
め
、
学
校
の

意
見
を
十
分
に
聞
き
取
り
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

処
分
方
法
が
分
か
ら
ず
、
分
別
が

徹
底
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
因
と
な

り
、
ご
み
処
理
施
設
や
収
集
車
の

発
火
・
発
煙
事
故
が
全
国
的
に
発

生
し
て
い
る
が
、
本
市
で
の
発
生

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
谷
川

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
電
池

類
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
発
火
・

発
煙
は
、
令
和
６
年
度
に
２
８
４

件
発
生
し
て
い
る
。
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
や
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん

あ
～
る
」
な
ど
を
活
用
し
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
正
し
い
処
分

方
法
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

学
校
教
育
課
長

塵じ
ん
芥か
い
収
集
業
務

�

７
億
１
６
９
０
万
円

　
一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
運
搬

業
務
の
委
託
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

委
員

循
環
型
社
会
推
進
課
長

ウ※

ォ
ー
カ
ブ
ル
に
向
け
た
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
民
間
で
の
取
り
組
み

の
担
い
手
の
育
成
も
行
い
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
事
業
の
進
展
状
況
と
事
業

完
了
に
向
け
た
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
毎
年
６
本
ず
つ

植
え
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
事
業

完
了
は
令
和
４６
年
頃
の
見
通
し
と

な
っ
て
い
る
。

さ
く
ら
並
木
更
新
事
業

�

３
８
６
万
円

　
市
道
馬
見
ヶ
崎
線
の
さ
く
ら

並
木
の
保
全
の
た
め
、
樹
木
の

植
替
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
令
和
６
年
度
の
市
産
野

菜
・
果
物
・
米
の
使
用
割
合
は
金

額
ベ
ー
ス
で
７０
％
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
米
不
足
の
影
響
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校

給
食
用
の
新
米
は
、
毎
年
１１
月
に

山
形
県
学
校
給
食
会
と
契
約
を
結

ん
で
い
る
た
め
、
大
き
な
影
響
は

受
け
な
か
っ
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

事
業�

７
億
６
７
２
５
万
円

　
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
な

が
ら
、
市
立
小
・
中
学
校
へ
１

日
最
大
２
万
２
０
０
０
食
の
給

食
を
提
供
し
ま
し
た
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
移
動
式
観
光
案
内
所
と
し

て
導
入
し
た
車
両
の
詳
細
は
ど
う

か
。

日
本
一
の
観
光
案
内
所
の
オ
ー
プ

ン
に
先
行
し
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
へ
出
向
き
、
よ
り
機
動
的

に
積
極
的
な
情
報
発
信
や
観
光
Ｐ

Ｒ
を
行
う
た
め
の
車
両
で
あ
る
。

日
本
一
の
観
光
案
内
推
進
事
業

�

５
７
８
１
万
円

　
施
設
整
備
の
指
針
と
な
る
基

本
構
想
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

観
光
Ｄ
Ｘ
の
仕
組
み
や
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

委
員

日
本
一
の
観
光
案
内
所
整
備
室
長

　
　
　
令
和
６
年
度
は
、

学
力
向
上
支
援
員
を
７
校

退
職
教
員
の
活
用
等

に
よ
る
個
に
応
じ
た

学
習
支
援
事
業

�

２
５
１
万
円

　
学
力
向
上
、
不
登
校

対
応
な
ど
の
た
め
、
専

門
的
な
知
見
を
持
つ
退

職
教
員
を
学
力
向
上
支

援
員
と
し
て
配
置
し
ま

し
た
。

委
員

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
実
施

状
況
と
今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
心
市

街
地
で
の
歩
行
者
空
間
の
創
出
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
験
を

行
っ
て
お
り
、
民
間
で
の
自
走
化

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が

進
む
こ
と
で
交
通
分
散
が
図
ら
れ
、

中
心
市
街
地
歩
行
者
空
間

創
出
等
事
業

�

２
４
８
１
万
円

　
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な

る
ま
ち
な
か
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
道
路
空
間
な
ど
を
活

用
し
た
社
会
実
験
を
実
施
し
ま

し
た
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

▲観光プロモーションカーで市の魅力をＰＲ

▲正しく分別して発火・発煙事故防止
※　ウォーカブル…「walk（歩く）」と「able（できる）」を組み合わせた造語。居心地がよく歩きたくなることを意味する。
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農
業
集
落
排
水

水

道

一
般
・
特
別

が
、
管
路
の
更
新
や
耐
震
化
に
向

け
た
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
法
定
耐
用
年
数

を
経
過
し
た
管
路
は
、
令
和
６
年

度
末
現
在
で
２０
・
９
％
と
な
っ
て

お
り
、
５
年
度
末
の
全
国
平
均
で

あ
る
２５
・
３７
％
よ
り
も
低
く
な
っ

て
い
る
が
、
水
道
事
業
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
基
づ
き
、
漏
水

の
発
生
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
的
に
更
新
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
資
本
的
支
出
に
占
め
る
企

業
債
償
還
金
の
割
合
が
高
い
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

水
道
建
設
課
長

公
共
下
水
道
事
業
会
計

委
員

　
　
　
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た

国
へ
の
要
望
な
ど
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
自
治
体

病
院
協
議
会
や
全
国
市
長
会
を
通

し
て
の
要
望
の
ほ
か
、
山
形
市
重

要
事
業
要
望
と
し
て
、
診
療
報
酬

の
改
定
を
行
う
よ
う
に
国
へ
要
望

し
て
い
る
。

　
　
　
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し

た
管
路
延
長
の
割
合
を
示
す
管
路

経
年
化
率
が
２
割
を
超
え
て
い
る

病
院
事
業
会
計

委
員

済
生
館
管
理
課
長

水
道
事
業
会
計

委
員

ま
た
、
企
業
債
の
借
り
換

え
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
水
道
事

業
と
下
水
道
事
業
を
統
合

し
た
際
に
は
１
０
０
０
億

円
以
上
あ
っ
た
企
業
債
の

未
償
還
残
高
を
、
６
９
４

億
円
程
度
ま
で
償
還
し
て

お
り
、
今
後
も
減
債
積
立

金
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と

で
減
少
さ
せ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
現
在
最
も
高
い
利

率
の
未
償
還
残
高
の
借
り

換
え
を
試
算
し
た
が
、
メ

リ
ッ
ト
が
無
い
た
め
、
借

り
換
え
は
行
っ
て
い
な
い
。

上
下
水
道
部
長

▲安全・安心な水道を目指して水道管を更新

令 和 6 年 度   決 算 監 査 意 見 書 要 旨
　一般会計の歳入では、前年度に比べ地方交付税、地方特
例交付金などが増加し、市債、繰越金などが減少している。
　市税収入の動向を見ると、定額減税での個人市民税の減
収の影響を除けば全体として増加傾向が見られるが、ふる
さと納税、広告収入のほか、さまざまな財産の貸付・売却
などの取り組みも一層推進され、積極的な財源の確保に努
められたい。
　一方、歳出では、前年度に比べ民生費、土木費などが増

加し、商工費、総務費などが減少している。今後も、行政
需要の増加や物価高騰などでの費用の増加も見込まれるた
め、将来にわたり持続的発展が可能な財政運営を行ってい
くために、長期的な視野に立った効果的かつ効率的な行政
運営を推進されたい。
　特別会計では、歳入歳出とも、国民健康保険事業会計、
区画整理事業会計で減少し、後期高齢者医療事業会計、介
護保険事業会計、駐車場事業会計などで増加した。

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に
比べ僅かに悪化したものも見受けられるが、全国平均
と比べ良い数値となっている。済生館は、地域の医療
機関との積極的な連携に努めてきており、地域の診療
所や病院からも高い信頼と安心感を得てきたところで
ある。
　今後は新病院整備に向けた取り組みが一層推進され
ることとなるため、経営強化プランに基づき持続可能
な医療提供体制を確立されるとともに、経営の改善を
図りながら、引き続き市民から信頼される病院運営に
当たられたい。

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に
比べポイント数の増減はあるものの、大きな変動は見
られない。有収水量の減少傾向が続いており、給水人
口の減少などから、これからも水需要の減少での給水
収益の減少傾向は続くことが見込まれるとともに、物
価高騰、人件費の上昇などの影響での給水原価や建設
改良事業費などのコストの増加も見込まれる。
　将来にわたり、事業の健全経営と安定した水道サー
ビスを維持するため、適正な水道料金の検証を行い、
持続可能な経営のために必要となる料金水準の検討に
取り組まれたい。

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率に大きな変動
はないが、企業債に依存する割合が比較的高いことが
うかがえる。
　下水道使用料は、有収水量の減少傾向が続いており、
処理区域内人口の減少などから、これからも、水需要
の減少での下水道使用料の減少傾向は続くことが見込
まれる。
　長期的視点に立った計画的な事業実施や財政計画と
の整合・調整を図りながら、将来にわたって安定した
下水道サービスが提供できるように、経営基盤の強化
を推進されたい。

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率を見ると、企
業債の償還が進み企業債に依存している割合が比較的
低いことがうかがえる。
　近年、施設の修繕や設備更新など維持管理に要する
経費が増加してきているが、平成１０年以降は施設利用
料の改定は行われておらず、今後の使用料収入の増収
は難しく、農業集落排水事業の経営は厳しい状況が続
いていくものと思われる。
　中長期的な視点に立ち、適正な使用料の検討も含め、
将来を見据えた効率的な施設の維持管理に取り組まれ
たい。

公
共
下
水
道

済
生
館
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▲有識者からの評価も高い旧吉池医院

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
た

物
価
高
騰
対
策
な
ど
の
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

９月の主な補正予算
一般会計 ２３億３，０９７万円

●道路維持補修事業　�  １億３，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●小中学校タブレット運用事業
　�  １億２５４万円

●学校給食費負担軽減事業　�  ８，５２６万円

●福祉暖房費給付事業　�  ８，１１１万円

●市有施設太陽光発電設備導入事業
　�  ５，７９１万円

●介護保険サービス事業所等食材費
　支援給付金給付事業　�  ５，０５８万円

●道路ストック修繕事業　�  ５，０００万円

　
　
　
当
初
予
算
で
の
見
込
み
か

ら
ど
の
程
度
高
騰
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賄
材

料
費
は
、
消
費
者
物
価
指
数
の
上

昇
率
を
参
考
に
、
当
初
予
算
で
は

２
・
９８
％
増
と
見
込
ん
で
い
た
が
、

令
和
７
年
５
月
の
比
較
上
昇
率
で

７
・
３２
％
上
昇
し
て
お
り
、
差
額

分
を
予
算
化
し
て
い
る
。
米
飯
提

供
業
務
委
託
料
は
、
６
年
４
月
か

ら
１０
月
と
、
６
年
１１
月
か
ら
７
年

５
月
の
平
均
価
格
を
比
較
す
る
と

５０
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
分

を
積
算
し
て
予
算
化
し
て
い
る
。

　
　
　
設
置
場
所
の
詳
細
と
売
電

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業

�

８
５
２
６
万
円

　
保
護
者
の
負
担
を
増
や
す
こ

と
な
く
給
食
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス

と
量
を
保
て
る
よ
う
に
、
米
飯

提
供
業
務
委
託
料
と
賄
ま
か
な
い材
料

費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

市
有
施
設
太
陽
光
発
電
設
備

導
入
事
業

�
５
７
９
１
万
円

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
へ
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
奨
学
金
の
受
給
者
が
建
設

技
師
と
し
て
県
内
の
事
業
所
な
ど

へ
就
職
し
、
３
年
間
働
い
た
場
合

に
は
償
還
が
免
除
さ
れ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
設
定
し
た
期
間
の
根
拠

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
建
設
業
界
の
新

卒
離
職
率
の
全
国
的
な
統
計
調
査

や
、
資
格
取
得
に
必
要
な
実
務
経

験
期
間
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
建
設

技
師
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
に
必

要
な
期
間
を
３
年
と
考
え
、
設
定

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
土
木
・
建
築
系
技
術
者
の
養

成
と
確
保
の
た
め
、
企
業
２
社

か
ら
の
寄
付
金
を
原
資
と
し
て
、

建
設
技
師
を
目
指
す
若
者
向
け

の
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

委
員

建
設
契
約
課
長

収
入
の
取
り
扱
い
は
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
展
示
棟
の
屋

根
へ
設
置
し
、
発
電
し
た

電
力
の
大
部
分
は
自
家
消

費
に
な
る
と
想
定
し
て
い

る
。
な
お
、
余
剰
電
力
を

売
電
し
て
得
ら
れ
る
収
入

は
、
市
の
歳
入
と
す
る
想

定
で
あ
る
。

環
境
課
長

建
設
技
師
養
成
奨
学
金

制
度
運
用
事
業

�

２
０
２
６
万
円

　
　
　
建
物
に
対
す
る
評
価
が
高

い
と
の
こ
と
だ
が
、
取
得
後
の
管

理
や
運
営
の
方
向
性
は
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
文

化
財
登
録
に
向
け
た
手
続
き
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
旧
千
歳
館
も
参

考
に
、
令
和
８
年
以
降
に
活
用
方

法
を
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

旧
吉
池
医
院
保
存・活
用
事
業
の

債
務
負
担
行
為

　

‌�

限
度
額　
事
業
用
地
約
１
４

０
０
㎡
を
取
得
し
た
金
額
に

利
子
等
を
加
え
た
額

　
用
地
取
得
に
必
要
と
な
る
経

費
の
限
度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

文
化
創
造
都
市
課
長

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
お

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お
や
つ
代

支
援
給
付
金
支
給
事
業

�

４
０
８
万
円

　
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、給
付
金
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

や
つ
代
と
し
て
給
付
す
る
金
額
の

算
定
根
拠
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
４

月
か
ら
１０
月
ま
で
の
食
料
の
消
費

者
物
価
指
数
の
上
昇
率
で
あ
る

２
・
９８
％
を
見
込
ん
で
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
た
が
、
６
年
４
月

か
ら
７
年
５
月
ま
で
の
上
昇
率
が

７
・
３２
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

差
し
引
い
た
値
で
あ
る
４
・
３４
％

を
、
令
和
７
年
度
の
市
内
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
お
や
つ
代
の
平

均
月
額
で
あ
る
１
７
０
０
円
に
乗

じ
て
算
定
し
て
い
る
。

こ
ど
も
未
来
課
長
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常任委員会

　
　
　
２
つ
の
契
約
の
落
札
率
が

９９
・
８３
％
や
９８
・
２１
％
と
高
く
な
っ

て
い
る
が
、
建
築
資
材
の
高
騰
な

ど
が
理
由
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
以
外
も
含

め
た
工
事
の
発
注
状
況
に
伴
う
受

注
意
欲
の
影
響
や
、
建
設
物
価
な

ど
の
上
昇
が
、
落
札
率
の
上
昇
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

教

育

（
７
月
臨
時
会
）

出
羽
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

建
築
工
事
な
ど
の
請
負
契
約
を

締
結

委
員

教
育
企
画
課
長

　
　
　
県
の
公
立
学
校
入
学
者
選

抜
Ｗ
ｅ
ｂ
出
願
シ
ス
テ
ム
を
使
用

す
る
理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
願
者

目
線
で
、
県
の
公
立
学
校
と
同
じ

流
れ
で
出
願
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
こ
と
や
、
県
か
ら
打
診
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
し
た
。

（
９
月
定
例
会
）

商
業
高
等
学
校
の
入
学
者
選
抜

の
出
願
方
法
の
変
更
に
あ
わ
せ

て
手
数
料
の
徴
収
方
法
を
変
更

委
員

商
業
高
等
学
校
事
務
長

く
ら
し

　
　
　
民
間
企
業
の
事
例
を
参
考

に
、
貸
付
期
間
中
に
奨
学
生
に
将

来
の
就
労
の
意
向
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
の
面
談
を
実
施
す
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
予
定

は
な
い
が
、
毎
年
４
月
に
修
学
状

況
な
ど
の
報
告
書
の
提
出
を
求
め

る
予
定
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り

（
９
月
定
例
会
）

土
木
・
建
築
系
技
術
者
の
養

成
と
確
保
の
た
め
、
奨
学
金

の
貸
付
制
度
を
創
設

委
員

建
設
契
約
課
長

　
　
　
都
道
府
県
ご
と
に
宿
泊
費

の
基
準
額
を
定
め
る
と
の
こ
と
だ

が
、
宿
泊
費
が
変
動
し
て
基
準
額

内
で
宿
泊
で
き
な
い
場
合
は
ど
の

よ
う
に
取
り
扱
う
の
か
。

　
　
　
　
　
原
則
は
基
準
額
内
で

の
支
給
と
な
る
が
、
災
害
対
応
な

ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

基
準
額
を
超
え
た
額
を
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

市
役
所

（
９
月
定
例
会
）

市
職
員
へ
支
給
す
る
旅
費
を

実
費
支
給
へ
見
直
し

委
員

職
員
課
長

　
　
　
今
回
購
入
す
る
８２

台
の
ト
イ
レ
を
、
２７
カ
所

の
防
災
支
部
に
ど
の
よ
う

に
配
備
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
各
防
災

支
部
に
３
台
ず
つ
の
配
備

を
基
本
と
す
る
が
、
避
難

者
の
想
定
収
容
人
数
な
ど

に
応
じ
て
調
整
す
る
予
定

で
あ
る
。

（
９
月
定
例
会
）

災
害
用
組
立
ト
ラ
ン

ク
型
自
動
ラ
ッ
プ
式

ト
イ
レ
を
購
入

委
員

防
災
対
策
課
長

▲災害時にはすぐに設置・使用可能なトイレ

総 務
産業文教

厚 生
環境建設

委員会を開催しました
（７月臨時会 産業文教委員会）
（９月定例会 各常任委員会）

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ
とは、公職選挙法で禁止されており、違反
すると罰せられます。
　有権者が議員へ寄付を求めることも禁止
されています。

議員から年賀状などの
あいさつ状を出すことは
禁止されています

　自筆による答礼を除き、議
員が選挙区内の人に対して、
年賀状などの時候のあいさつ
状（電報なども含む）を出す
ことは禁止されています。

市民の皆さまのご理解をお願いします
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　７月臨時会を７月２５日に開催しました。７月
臨時会では、工事請負契約の締結について（山形市立
出羽小学校屋内運動場改築建築工事）などの議案２件
が上程され、所管する産業文教委員会に付託し審査を
行いました。
　審査終了後に本会議を再開し、委員長報告を受けた
後、採決した結果、全員異議なく同意しました。
　また、７月臨時会の開会に先立ち、山形花笠まつり
を盛り上げようと、議場でのＰＲ（花笠議会）を行い
ました。議場内を花笠で飾り付け、議員と市職員が
法
は っ ぴ

被を着用して、華やかな中で花笠まつりをＰＲしま
した。

７月臨時会（花笠議会）

▲出席者全員で花笠まつりの成功を祈念

　
９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
か
ら
２７
年
に
か
け
て
、

生
活
保
護
基
準
の
う
ち
生
活
費
の

意
見
書
（
要
旨
）

最
高
裁
判
決
に
基
づ
き
す
べ
て

の
生
活
保
護
利
用
者
に
対
す
る

速
や
か
な
被
害
回
復
措
置
を
求

め
る
意
見
書

部
分
に
当
た
る
生
活
扶
助
基
準
が

平
均
６
・
５
％
、
最
大
１０
％
引
き

下
げ
ら
れ
た
。

　
全
国
２９
都
道
府
県
で
１
０
２
７

人
の
原
告
が
こ
の
引
き
下
げ
の
取

り
消
し
を
求
め
て
提
訴
し
た
と
こ

ろ
、
令
和
７
年
６
月
２７
日
、
最
高

裁
判
所
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
判

断
に
裁
量
権
の
範
囲
の
逸
脱
ま
た

は
そ
の
濫
用
が
あ
り
違
法
で
あ
る

と
し
て
、
引
き
下
げ
を
理
由
と
す

る
保
護
変
更
決
定
処
分
を
取
り
消

す
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

　
生
活
保
護
の
利
用
者
の
多
く
は

高
齢
者
や
障
が
い
・
傷
病
者
で
あ

り
、
数
百
万
人
の
生
活
保
護
利
用

者
が
１０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
違
法

な
基
準
の
も
と
で
最
低
限
度
以
下

の
生
活
を
強
い
ら
れ
、
今
も
な
お

生
存
権
（
憲
法
第
２５
条
）
と
個
人

の
尊
厳
（
憲
法
第
１３
条
）
を
侵
害

さ
れ
続
け
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
高
裁
判
決
に
基
づ
く

す
べ
て
の
生
活
保
護
利
用
者
の
被

害
回
復
を
一
刻
も
早
く
行
う
こ
と

が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
国
に
対
し
て
、
全

面
解
決
の
た
め
に
、
生
活
保
護
費

の
遡
及
支
給
な
ど
被
害
回
復
の
措

置
を
速
や
か
に
と
る
こ
と
、
生
活

扶
助
基
準
と
連
動
す
る
諸
制
度
へ

の
影
響
調
査
を
行
い
、
被
害
回
復

を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
ま
た
、被
害
回
復
へ
の
対
応
は
、

対
象
者
の
特
定
や
被
害
額
の
再
算

定
、
通
知
の
作
成
・
発
送
や
支
払

事
務
な
ど
、
自
治
体
で
の
膨
大
で

困
難
な
作
業
が
想
定
さ
れ
る
。
生

活
保
護
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
と

い
う
判
決
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
自

治
体
に
過
重
な
負
担
を
強
い
る
こ

と
な
く
、
国
の
責
任
で
対
応
す
べ

き
で
あ
る
と
要
請
す
る
。

陳　　情

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

陳　
　
　
　
情

第
４
号（
７
）

継　
続

排泄課題を抱える障害者
（児）への日常生活用具認
定に関することについて 厚　生 採　択

渡邉薫

第
６
号（
７
）

新　
規

電磁波を悪用（エレクト
ロニクス・ハラスメン
ト）、電磁波の人体と健
康への悪影響を訴え、電
磁波に対する法整備・法
改正を国に求めることに
ついて 総　務 配付のみ

特定非営利活動法人
Targeted Individuals 
Japan
代表　押越清悦

　９月定例会で審議された請願はありませんでした。陳情は、
新たに１件が提出され、継続審査中の１件を審査し、１件を配
付しました。委員会での審査結果は以下の通りです。

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
１
人

の
任
期
が
令
和
７
年
１２
月
３１
日
で

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
の
方

を
選
任
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で

同
意
し
ま
し
た
。

　　
橋は
し 

本も
と　
啓け
い 

治じ　
　
氏

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意
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議決議案一覧（７月臨時会）

議決議案一覧（９月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６０号 令和６年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について 認定
（全会一致）

議第６１号
議第６２号

令和６年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
令和６年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６３号 令和６年度山形市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算認定について
可決および
認定

（全会一致）

議第６４号 令和６年度山形市立病院済生館事業会計決算認定について 認定
（全会一致）

議第６５号 令和７年度山形市一般会計補正予算
　内容は８ページをご覧ください。

可決
（全会一致）

議第６６号 災害用組立トランク型自動ラップ式トイレ等の購入について 同意
（全会一致）

議第６７号 水循環型手洗いスタンドの購入について 同意
（全会一致）

議第６８号 山形市建設技師養成奨学金貸付条例の設定について
　土木・建築系技術者の養成と確保を図るため、奨学金の貸付制度を創設するものです。

可決
（全会一致）

議第６９号
山形市一般職の職員等の旅費に関する条例等の一部改正について
　国家公務員の旅費制度が改正されたことなどから、市職員などに支給する旅費の見直
しを行うものです。

可決
（全会一致）

議第７０号
山形市議会議員及び山形市長の選挙における選挙運動に要する費用の公費負担に関する
条例の一部改正について
　公職選挙法施行令の改正にあわせて、市議会議員や市長の選挙での選挙運動用のビラ
とポスターの公費負担額を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第７１号
山形市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部改正について
　粗大ごみの処理手数料の支払いにキャッシュレス決済を導入するため、所要の改正を
行うものです。

可決
（全会一致）

議第７２号
山形市立商業高等学校授業料等徴収条例の一部改正について
　商業高等学校の入学者選抜の出願方法の変更にあわせて、入学者選抜手数料の徴収方
法を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第７３号
山形市消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部改正について
　大字十文字、大字大森、大字漆山の各一部の区域と名称の変更に伴い、消防署の管轄
区域の規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第７４号
山形市水道給水条例の一部改正について
　大字十文字、大字大森、大字漆山の各一部の区域と名称の変更に伴い、給水区域の規
定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議第７５号
議第７６号

山形市上下水道企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正について
山形市病院事業企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正について
　地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、規定を整備するものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果
議第５８号
議第５９号

工事請負契約の締結について（山形市立出羽小学校屋内運動場改築建築工事）
工事請負契約の締結について（山形市立出羽小学校屋内運動場改築機械設備工事）

同意
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第６号

最高裁判決に基づきすべての生活保護利用者に対する速やかな被害回復措置を求める�
意見書の提出について
　内容は１０ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）
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避
難
生
活
で
の
精
神
的
負
担

な
ど
が
原
因
の
災
害
関
連
死
を
防

ぐ
た
め
、
簡
易
ト
イ
レ
の
配
置
な

ど
の
避
難
所
の
環
境
整
備
に
ど
の

Q

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
令
和
７
年
度
に
避
難
所
等
環

境
整
備
計
画
を
策
定
し
、
不
足
す

る
資
機
材
の
計
画
的
な
確
保
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

A

災
害
関
連
死
ゼ
ロ
に
向
け
て
改
善

を
進
め
て
い
く
。

　
　
災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
向

上
と
建
設
現
場
の
労
働
環
境
の
改

善
の
た
め
、
快
適
ト
イ
レ
の
整
備

を
行
う
民
間
事
業
者
へ
補
助
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
設
現
場
の
仮
設
ト
イ
レ
の

大
半
は
レ
ン
タ
ル
で
の
調
達
品
で

あ
る
た
め
、
市
と
災
害
協
定
を
締

結
し
て
い
る
レ
ン
タ
ル
事
業
者
と
、

快
適
ト
イ
レ
の
確
保
に
向
け
た
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
運

営
経
費
へ
の
補
助
や
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

学
校
外
の
居
場
所
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
９
月
定
例
会
に
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
者
を
支

援
す
る
た
め
の
補
正
予
算
を
計
上

し
て
お
り
、
運
営
団
体
の
意
向
な

ど
を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
支
援
を

検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
校
外
の
多
様

な
居
場
所
づ
く
り
を
、
今
後
も
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
総
務
省
消
防
庁
の
モ
デ
ル
事

業
を
活
用
し
、
消
防
団
員
を
対
象

と
し
た
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
養
成
研

QA

QA

Q

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
対
し
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月

９
日
と
１０
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

　令和７年９月定例会の一般質
問の模様は、「山形市議会イン
ターネット議会中継」サイトに
て配信中です。
　インターネット配信では、各
議員の一般質問の内容全てをご
覧いただくことができます。
　また、生中継での配信も行っ
ておりますので、次回の令和７
年１２月定例会開催
時には、ぜひご活
用ください。

で 検索山形市議会　中継

一般質問をインターネットで簡単視聴！

避
難
所
に「
快※

適
ト
イ
レ
」の

整
備
を

高た
か
橋は
し　

公き
み
夫お
（
令

政

会
）

▲山形市議会
　中継

※　快適トイレ…建設現場などで男女ともに快適に使用できるように、洋式便座や水洗機能、照明などを標準仕様とした仮設トイレ。
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
推

進
す
る
認
知
症
施
策
推
進
計
画
の

策
定
に
向
け
た
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
認
知
症
の
当
事
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
当
事
者
と
家
族
の
視

点
を
尊
重
し
た
計
画
と
す
る
予
定

で
あ
り
、
策
定
過
程
も
含
め
た
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
令
和
７
年
３
月
に
地
域
住
民

を
対
象
に
実
施
し
た
（
仮
称
）
北

く
る
り
ん
の
利
用
意
向
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
ど
う
か
。

　
　
１
５
０
２
世
帯
か
ら
の
回
答

の
う
ち
、
約
６
割
が
利
用
に
関
心

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
馬
見
ヶ
崎
地

区
周
辺
の
ス
ー
パ
ー
や
病
院
へ
の

QAQA

修
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
や
運
用
は
、

大
規
模
な
災
害
時
で
の
活
用
や
消

防
団
へ
の
加
入
促
進
な
ど
に
も
効

果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団

と
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
消
防
関
連
施
設
や
新
設
す
る

市
の
施
設
な
ど
に
、
消
防
団
を
Ｐ

Ｒ
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
自
動
販
売
機

を
設
置
し
、
売
り
上
げ
の
一
部
を

消
防
団
の
装
備
の
購
入
費
に
充
て

る
こ
と
で
、
消
防
団
の
支
援
と
認

知
度
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
入
団
促
進
や
装
備
の
充
実
に

つ
な
が
る
手
法
の
一
つ
と
考
え
て

お
り
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
協
力

を
得
た
消
防
団
の
認
知
度
向
上
手

法
と
、
消
防
団
へ
の
資
金
面
で
の

支
援
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
冬
季
の
観
光
資
源
と
し
て
啓

翁
桜
の
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
ツ
ア
ー
造
成
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
旅
行
会
社
と
連
携
し
た
ツ

ア
ー
の
造
成
な
ど
、
観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
も
見
据
え
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
啓
翁
桜
を
取

り
入
れ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施

は
、
山
形
市
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
振
興
協
議
会
で
地
域
団
体
な
ど

と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
駅
の
機
能
強
化
や
利
便

性
向
上
な
ど
の
た
め
、
西
口
や
東

西
自
由
通
路
の
整
備
を
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
地
区
か
ら
の

要
望
も
踏
ま
え
て
、
実
現
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
く
。

AQ

AQ

A

QA

移
動
の
需
要
が
高
く
、
分
析
や
モ

デ
ル
事
業
の
結
果
、
今
後
の
説
明

会
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
、

運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
学
校
の
体
育
館
で
の
避
難
生

活
は
気
候
の
影
響
を
受
け
や
す
い

た
め
、
教
室
な
ど
の
利
用
は
学
校

長
の
個
別
判
断
で
は
な
く
、
市
が

統
一
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
避
難
者
の
安
心
安
全
の
確
保

に
有
効
で
あ
る
た
め
、
令
和
７
年

度
の
避
難
所
等
環
境
整
備
計
画
の

策
定
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
岩
手
県
滝
沢
市
で
は
、
小
中

一
貫
で
水
泳
指
導
の
見
直
し
を
行

い
、
救
命
措
置
の
学
習
に
重
点
を

置
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

本
市
で
も
水
泳
授
業
の
在
り
方
を

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
学
習
指
導
要
領
上
、
学
年
ご

と
に
指
導
内
容
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
水
泳
授
業
は
必
要
と
考
え
て

い
る
が
、
民
間
施
設
の
活
用
も
含

め
た
水
泳
授
業
の
在
り
方
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
内
中
心
部
の
小
学
校
で
は

児
童
数
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
施
設
整
備
に
併

せ
た
学
校
統
合
や
通
学
区
域
の
見

直
し
は
検
討
し
て
い
く
の
か
。

　
　
地
域
と
の
協
働
の
も
と
で
最

善
の
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、

現
時
点
で
は
学
校
配
置
の
維
持
を

基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
い
る
。

　
　
給
食
は
、
成
長
期
の
児
童
・

生
徒
の
栄
養
管
理
面
を
考
慮
し
た
、

十
分
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
栄
養
素
が
強
化
さ
れ
た
食
品

の
使
用
や
残
食
を
減
ら
す
た
め
の

食
材
選
定
を
行
っ
て
お
り
、
栄
養

指
導
な
ど
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

食
へ
の
正
し
い
理
解
と
判
断
力
を

養
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

　
　
河
川
の
藪や
ぶ
が
ク
マ
の
移
動
経

路
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

た
め
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
や

県
と
早
急
に
連
携
し
、
対
策
を
推

進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
県
に
河
川
の
藪
の
刈
り
払
い

を
緊
急
要
望
し
て
い
る
ほ
か
、
河

川
一
斉
清
掃
や
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
な
ど
、
効
果
的
な
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
身
体
障
が
い
者
や
高
齢
者
が

市
有
施
設
の
す
べ
て
の
出
入
り
口

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
手
す
り

の
設
置
や
ス
ロ
ー
プ
形
状
へ
の
改

修
な
ど
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
有
施
設
安
全
点
検
の
項
目

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
を
追
加

し
、
施
設
の
安
全
性
と
利
便
性
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

み
ん
な
で
考
え
る

地
域
の
安
心
と
つ
な
が
り

鈴す
ず
木き　
　
進す
す
む　（

新

翔

会
）

▲小学校の統合の検討を
▲

‌�

目
隠
し
や
洗
面
台
な
ど
も
備
え
た

快
適
ト
イ
レ
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業
務
体
験
型
の
不
登
校
支
援

を
実
施
し
、
図
書
館
で
の
仕
事
体

験
を
出
席
扱
い
に
す
る
な
ど
、
多

様
な
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん

Q

で
は
ど
う
か
。

　
　
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
学

校
と
地
域
社
会
が
連
携
し
た
、
子

ど
も
が
安
ら
ぐ
居
場
所
づ
く
り
を

調
査
研
究
し
て
い
く
。

A
　
　
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ

の
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
は
、
一
括

で
の
交
付
と
、
少
額
で
の
継
続
交

付
の
選
択
制
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
交
付
分
か
ら
使

用
期
限
を
延
長
し
た
た
め
、
効
果

を
確
認
し
、
さ
ら
な
る
有
効
活
用

に
向
け
た
課
題
を
検
証
し
て
い
く
。

　
　
認
知
症
高
齢
者
が
原
因
と
な

る
交
通
事
故
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
た
め
、
本
市
が
保
険
料
を
負

担
す
る
事
故
補
償
保
険
制
度
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
当
事
者
団
体
や
関
係
機
関
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
他
市
の
事
例

も
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

　
　
本
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
や

外
出
支
援
の
た
め
、
移
動
図
書
館

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
の
ひ
ろ
ば
の
開
設
や
電
子

書
籍
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
向
け
た

準
備
な
ど
を
継
続
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

　
　
町
内
会
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
て
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

支
援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
ス
マ
ホ
講
座
の
案
内
や
、
操

作
説
明
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
希

望
に
応
じ
た
必
要
な
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
東
京
都
豊
島
区
の
子※
１
ど
も
レ

タ
ー
を
参
考
に
、
子
ど
も
の
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
市
こ
ど
も
計
画
で
は
、

子
ど
も
や
若
者
の
意
見
を
聞
い
て

施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
も
研
究

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ク※
２
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に

指
定
し
て
い
る
市
有
施
設
に
、
マ

イ
ボ
ト
ル
用
の
給
水
器
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
熱
中
症
予
防
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

QAQ

AQA

QA

　
　
夏
季
に
小
・
中
学
校
体
育
館

が
避
難
所
と
な
っ
た
場
合
の
環
境

改
善
対
策
と
冷
房
設
備
の
整
備
計

画
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
よ
り
早
期
に
空
調
設
備
を
整

備
で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
と
と

も
に
、
７
年
度
に
策
定
す
る
避
難

所
等
環
境
整
備
計
画
の
中
で
、
熱

中
症
予
防
の
た
め
の
備
品
の
拡
充

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
の
避
難
行
動
の
迅

速
化
を
図
る
た
め
、
福
祉
避
難
所

に
直
接
避
難
で
き
る
仕
組
み
を
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
新
た
な
福
祉
避
難
所
の
設
置

に
向
け
て
、
特
別
支
援
学
校
な
ど

と
の
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

障
が
い
特
性
な
ど
に
応
じ
た
受
け

入
れ
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

　
　
Ｆ
Ｉ
Ｓ
女
子
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン

プ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
蔵
王
大
会
の

費
用
対
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
運

営
の
在
り
方
を
議
論
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
実
施

に
伴
う
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
と
と
も
に
、
指
導
体
制
の
整
備

な
ど
、
高
学
年
で
も
実
施
で
き
る

環
境
の
整
備
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
ス
キ
ー
教
室
へ
の
支
援
を
継

続
し
な
が
ら
、
各
学
校
へ
の
補
助

額
の
増
額
や
環
境
整
備
を
研
究
し

て
い
く
。

　
　
県
と
市
が
共
同
で
整
備
を
進

め
て
い
る
屋
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

も
含
め
た
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
協

議
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
７
年
度
は
検
討
会
議
を
２
回

開
催
し
て
お
り
、
県
体
育
館
・
武

道
館
の
利
用
者
が
し
っ
か
り
と
利

用
で
き
る
施
設
に
な
る
よ
う
に
、

県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
地
域
建
設
業
の
健
全
な
維

持
・
育
成
や
、
持
続
可
能
な
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
に

向
け
て
、
建
設
関
連
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　
建
設
関
連
予
算
を
含
め
、
幅

広
い
分
野
へ
の
物
価
高
騰
の
影
響

に
対
応
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

行
政
運
営
の
推
進
に
向
け
て
、

ト
ー
タ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

予
算
編
成
に
努
め
て
い
く
。

　
　
米
の
安
定
供
給
の
確
保
や
生

産
者
の
持
続
的
な
営
農
支
援
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
中
山
間
地

域
で
の
活
用
の
実
証
や
農
業
機
械

導
入
へ
の
支
援
策
な
ど
の
拡
充
を

検
討
し
て
い
く
。

QAQAQ

AQAQA

QAQA

高
齢
者
の
移
動
支
援・運
転
免
許

証
返
納
促
進
策
の
拡
充
を
！

若
者
に
身
近
な
施
策
で

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
よ
う

▲持続可能な公共インフラの整備を
髙た
か
橋は
し　

康こ
う
輔す
け

（
未
来
や
ま
が
た
）

井い
の
上う
え　
和か
ず
行ゆ
き

（
新

翔

会
）

※１　子どもレター…令和５年６月から東京都豊島区が実施している、子どもからの区政への意見を受け付ける制度。
※２　クーリングシェルター…市町村が指定する、熱中症を防ぐために一時的に涼むことができる避難場所のこと。
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県
と
連
携
し
、
カ
ー
ド
型
の

障
が
い
者
手
帳
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
当
事
者
の
意
見
を
聞
く
と
と

も
に
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
県
と
連
携
し

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
た
め
の

条
例
制
定
に
向
け
た
進
展
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
支
援
機
関
な
ど
と
構
成
す
る

ひ
き
こ
も
り
支
援
検
討
会
を
開
催

し
、
令
和
７
年
度
内
の
条
例
制
定

を
目
指
し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る

QAQAQ

ク
削
減
に
効
果
的
で
あ
る
た
め
、

導
入
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現

の
た
め
、
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池

の
普
及
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
導

入
や
省
エ
ネ
高
効
率
設
備
へ
の
更

新
な
ど
に
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

脱
炭
素
化
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
小
・
中
学
校
の
防
犯
設
備
の

整
備
状
況
と
、
教
職
員
の
不
審
者

対
応
の
訓
練
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
７
年
度
に
全
小
・
中
学

校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
と
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
の
設
置
が
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
各
学
校
で
作
成

し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
て
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
効
果
的
な

防
犯
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
く
。

　
　
消
防
団
員
の
確
保
の
た
め
、

学
生
を
対
象
と
し
た
機
能
別
消
防

団
を
設
置
す
る
な
ど
、
制
度
を
拡

充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
学
生
の
消
防
団
入
団
は
課
題

も
あ
る
が
、
有
資
格
者
が
活
躍
で

き
る
機
能
別
消
防
団
の
構
築
を
、

消
防
団
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
労
働
条
件
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
防
止
や
人
材
の
定
着
な
ど
を
図

る
た
め
、
社
会
人
に
な
る
前
に
労

働
法
の
知
識
を
身
に
付
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
高
校
や
大
学
へ
の
出
前

講
座
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
労
働
局
や
県
の
取
り
組
み
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
学
校
や
関

係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

若
者
が
安
心
し
て
社
会
に
踏
み
出

せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

難
病
患
者
や
家
族
を
支
援
す
る
団

体
が
充
実
し
た
活
動
を
行
え
る
よ

う
に
、補
助
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

必
要
な
対
応
を
検
討
し
、
患
者
本

人
や
家
族
が
社
会
か
ら
孤
立
す
る

こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

　
　
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
生
活
を
提
唱
し
、

禁
煙
を
推
奨
す
る
一
方
で
、
賑
わ

い
創
出
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
喫
煙
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る

が
、整
合
性
は
取
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
分
煙
施
設
周
辺
で
の
注
意
喚

起
な
ど
、
市
民
や
来
訪
者
が
安
心

し
て
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
山
形
美
術
館
で
は
、
民
間
企

業
か
ら
寄
託
さ
れ
て
い
た
絵
画
を

返
却
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
今
後
、
施
設
全
体
の

設
備
更
新
が
必
要
と
な
っ
た
際
に

は
、補
助
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
文
化
創
造
都
市
を
推
進
す
る

上
で
重
要
な
拠
点
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
も
運
営
費
の
補
助
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
、
協
力
の
在
り

方
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
最
上
踊
り
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
滋
賀
県
東
近
江
市
と
の
相
互
交

流
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
最
上
踊
り
保
存
会
の
活
動
状

況
を
把
握
し
、
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
、
交
流
の
在
り
方
な
ど
を
研

究
し
て
い
く
。

　
　
小
・
中
学
校
校
舎
の
建
て
替

え
を
検
討
す
る
際
の
「
老
朽
化
」

の
定
義
は
ど
う
か
。

　
　
経
年
の
た
め
施
設
・
設
備
の

機
能
が
低
下
す
る
こ
と
を
老
朽
化

と
捉
え
て
お
り
、
現
在
改
定
作
業

を
進
め
て
い
る
小
中
学
校
施
設
整

備
方
針
な
ど
で
、
改
築
な
ど
の
考

え
方
を
整
理
し
て
い
く
。

　
　
公
正
性
・
透
明
性
の
確
保
な

ど
の
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

で
の
事
業
者
選
定
の
手
法
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
６
年
度
に
公
民
連
携
室
を
設

置
し
、
ル
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
て

契
約
手
続
き
へ
反
映
さ
せ
て
い
る
。

他
自
治
体
の
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
後
も
公
正
性
・
透
明
性
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
は
年
代
や

性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
、
競
技
場
の

運
営
へ
支
援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
以
外
も
含

め
、
大
会
開
催
団
体
な
ど
に
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
よ
り
良
い
支
援

の
た
め
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

AQAQ

AQAQA

QAQA

「
最※

上
踊
り
」を
山
形
城
で

も
う
一
度
！

▲文化の面からも最上家と山形城のＰＲを
小お

野の　
　
仁ひ
と
し　（

緑

政

会
）

▲市民の知の拠点 市立図書館
※　最上踊り…‌�最上家が減封され、滋賀県東近江市の大森に陣屋を構えた際に、村人が慰めるために踊ったことが始まりと伝わる伝統芸能。平成

１７年に、１５年目を迎えた霞城観桜会の記念イベントとして、最上踊りが披露された。
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適
切
に
管
理
さ
れ
ず
に
周
辺

地
域
の
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る

空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
と
と

も
に
、
適
切
な
管
理
の
促
進
が
必

Q

要
で
は
な
い
か
。

　
　
適
正
管
理
依
頼
文
書
の
送
付

の
ほ
か
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し

た
空
き
家
相
談
会
の
実
施
な
ど
、

所
有
者
の
意
識
と
理
解
の
向
上
を

A
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
客
が
増

え
る
中
、
観
光
業
界
の
収
益
化
に

向
け
た
今
後
の
方
向
性
は
ど
う
か
。

　
　
海
外
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
や
、
観
光
客
の
利

便
性
や
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
で
、

観
光
産
業
が
基
幹
産
業
と
な
る
よ

う
に
努
め
て
い
く
。

　
　
山
寺
を
訪
れ
た
観
光
客
が
市

内
の
ほ
か
の
地
域
も
周
遊
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
な
ど
を
図
る
と
と
も

に
、
蔵
王
や
中
心
市
街
地
も
周
遊

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

QAQA

図
っ
て
い
る
。
町
内
会
や
民
間
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
空
き
家

の
適
正
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　
　
児
童
や
生
徒
が
安
全
・
安
心

に
学
べ
る
環
境
の
整
備
と
、
避
難

所
と
し
て
の
生
活
環
境
向
上
の
た

め
、
学
校
体
育
館
に
冷
房
設
備
を

早
期
に
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
令
和
１５
年
度
ま
で
に
全
小
・

中
学
校
へ
計
画
的
に
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
大
規

模
事
業
と
の
兼
ね
合
い
な
ど
を
考

慮
し
、
先
行
自
治
体
の
取
り
組
み

を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、
国
の
動

向
も
注
視
し
て
早
期
に
整
備
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
少
年
自
然
の
家
は
児
童
・
生

徒
に
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
重
要
な
拠
点
施
設
で
あ
る
た
め
、

快
適
性
や
衛
生
面
な
ど
を
考
慮
し
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
早
期
に
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
幅
広
い
層
が
楽
し
め
る
持
続

可
能
な
施
設
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

基
本
計
画
案
の
取
り
ま
と
め
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
本
館
ト
イ
レ
の

洋
式
化
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
改
修
を
行
う
予
定
で
あ

り
、
基
本
計
画
策
定
の
進
展
を
踏

ま
え
て
、
早
期
の
改
修
が
可
能
か

検
討
し
て
い
く
。

QA

Q

A

ん
で
い
く
。

　
　
蔵
王
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

か
し
、
持
続
可
能
な
通
年
性
の
あ

る
観
光
地
に
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
戦
略
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　
　
蔵
王
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
を
道
の
駅
や
ま
が
た
蔵

王
や
山
形
駅
の
観
光
案
内
所
で
周

知
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
誘
客
推

進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
大
手
総
合
リ
ゾ
ー
ト
運
営
会

社
で
の
運
営
が
見
込
ま
れ
て
い
る

蔵
王
温
泉
の
宿
泊
施
設
と
、
ど
の

よ
う
に
関
わ
り
、
蔵
王
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
蔵
王
温
泉
観
光
協
会
な
ど
と

連
携
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ

る
よ
う
に
、
可
能
な
範
囲
で
連
携

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
義※
ぎ
こ
う
さ
い

光
祭
を
復
活
し
、
大
河
ド

ラ
マ
誘
致
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
誘
致
に
向

け
た
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
義
光
祭
の
復
活
は
、
関
係
団

体
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研

究
し
て
い
く
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ

マ
誘
致
の
調
査
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
最
上
義
光
を
大
河
ド
ラ
マ
に

す
る
会
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

活
動
に
協
力
し
て
い
く
。

　
　
旧
千
歳
館
エ
リ
ア
活
性
化
計

画
の
今
後
の
展
開
と
、
粋
七
エ
リ

ア
と
の
関
連
性
や
回
遊
性
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
古
民
家
カ
フ
ェ
や
分
散
型
ホ

テ
ル
な
ど
の
機
能
を
創
出
し
、
日

中
も
楽
し
め
る
ま
ち
を
目
指
す
と

と
も
に
、
粋
七
エ
リ
ア
整
備
事
業

な
ど
と
連
携
し
て
、
一
体
と
な
っ

て
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
粋
七
エ
リ
ア
整
備
事
業
な
ど

を
進
め
る
中
で
、
諏
訪
町
七
日
町

線
沿
い
の
旧
料
亭
の
桜
や
庭
を
、

ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
く
の
か
。

　
　
桜
な
ど
の
景
観
資
源
を
公
共

空
間
に
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
魅
力
を
創
出
し
て
い
く
。

　
　
ほ
っ
と
な
る
広
場
公
園
の
Ｐ

ａ
ｒ
ｋ−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
の
再
整
備
を

検
討
し
、
移
動
式
店
舗
な
ど
を
導

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
公
園
の
新
た
な
利
活
用
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
近
隣
商
店
街

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
移
動
式
店

舗
の
導
入
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
騒
音
と
フ
ン
被
害
を
防
ぐ
た

め
、
鷹た
か
匠じ
ょ
うを
招
い
た
カ
ラ
ス
対
策

を
早
急
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
樹
木
剪
定
や
ご
み
の
適
正
管

理
な
ど
、
生
息
環
境
の
改
善
と
と

も
に
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQAQ

AQAQ

AQAQA

稼
げ
る
自
治
体
・
収
益
化

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

安
全
・
安
心
な
環
境
を
整
備
し

多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
の
構
築
を

▲最上義光を大河ドラマに！
武た
け
田だ　
新し
ん
世せ
い

（
山
形
市
議
会
公
明
党
）

仁に

藤と
う　
　
俊と
し

（
新

翔

会
）

※　義光祭…‌�大正２年（１９１３年）に最上義光没後３００年を記念して開催され、名称は変わりながらも、昭和３７年まで、主に仮装行列などが行われ
る夏祭りとして実施されていた。
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霞
城
公
園
の
整
備
が
進
ん
で

い
る
が
、
今
後
も
霞
城
公
園
で
花

火
大
会
を
開
催
で
き
る
の
か
。

　
　
霞
城
公
園
で
の
打
ち
上
げ
が

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
団
体

と
協
議
し
な
が
ら
整
備
し
て
い
く
。

　
　
県
が
数
十
億
円
の
整
備
費
を

か
け
て
市
内
に
屋
内
型
ス
ケ
ー
ト

施
設
を
建
設
す
る
予
定
だ
が
、
本

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
多
機
能
性
を
有
す
る
屋
内
ス

ケ
ー
ト
施
設
を
県
が
整
備
す
る
こ

と
で
、
令
和
６
年
１０
月
に
県
と
合

意
し
て
い
る
。
ま
だ
充
足
さ
れ
て

い
な
い
市
内
の
屋
内
多
目
的
施
設

は
、
全
体
的
な
施
設
の
配
置
や
稼

QAQA

　
　
国
道
１３
号
か
ら
流
通
団
地
へ

の
進
入
口
は
、
逆
走
な
ど
の
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
看
板
を
設
置
し
て

注
意
喚
起
す
る
な
ど
、
道
路
環
境

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
分
か
り
や
す
い
場
所
へ
道
路

標
識
を
移
設
す
る
な
ど
の
交
通
規

制
を
警
察
署
に
要
望
す
る
と
と
も

に
、
国
道
の
道
路
管
理
者
と
協
議

し
な
が
ら
、
看
板
設
置
な
ど
の
事

故
防
止
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
日
本
一
の
観
光
案
内
所
に
、

ア※
１
ク
セ
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
対

応
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
在
策
定
中
の
基
本
計
画
で

も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
を
基
に
し
た

多
様
な
利
用
者
へ
の
考
慮
を
留
意

点
の
一
つ
と
し
て
お
り
、よ
り
多
く

の
人
が
快
適
に
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
移
住
促
進
と
併
せ
て
、
今
後

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
る

二※
２
地
域
居
住
へ
の
支
援
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
二
地
域
居
住
の
促
進
で
国
の

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
県
が

広
域
的
地
域
活
性
化
基
盤
整
備
計

画
を
策
定
し
、
市
が
特
定
居
住
促

進
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
県
と
の
情
報
交
換
に
努
め

な
が
ら
、動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
民
間
企
業
と
連
携
し
て
家
庭

や
店
舗
な
ど
の
廃
食
油
を
回
収
し
、

Ｓ※
３
Ａ
Ｆ
と
し
て
航
空
機
の
燃
料
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
循
環
型
社
会
の
推
進
や
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
有
効
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
国
の
動
向
や
先

進
自
治
体
の
事
例
を
注
視
し
、
民

間
事
業
者
と
情
報
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
実
現
の
可
能
性
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

働
状
況
な
ど
を
調
査
分
析
し
た
上

で
整
備
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
利
用
世
帯
数
の
減
少
や
高
齢

化
が
進
む
中
、
簡
易
水
道
の
今
後

の
維
持
管
理
や
更
新
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
水
道
組
合
ご
と
に
条
件
が
異

な
る
た
め
、
個
別
に
状
況
を
聞
き

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
部
活
動
地
域
展
開
に
取
り
組

む
上
で
、
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
学
校

施
設
の
開
放
は
行
う
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
部
活
動
で
使
用
し

て
い
た
時
間
帯
は
、
市
が
認
定
す

る
地
域
ク
ラ
ブ
が
屋
内
・
屋
外
運

動
場
を
優
先
的
に
使
用
で
き
る
方

向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
総※
４
合
評
価
落
札
方
式
で
の
工

事
入
札
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
建
設
業
界
と
意
見
交
換
す
る

中
で
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
適

切
な
運
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
が
施

行
さ
れ
、
市
町
村
長
の
判
断
で
人

の
日
常
生
活
圏
で
の
危
険
鳥
獣
の

銃
猟
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
警
察
や
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
等
対

応
チ
ー
ム
な
ど
と
連
携
し
、
銃
猟

実
施
の
判
断
や
役
割
分
担
を
平
時

か
ら
確
認
す
る
と
と
も
に
、
実
際

の
銃
猟
時
の
確
実
な
連
携
の
た
め

に
、訓
練
や
研
修
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
市
有
施
設
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
よ
り
身
近
な
場
所
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
市
有
施
設
へ
の
設

置
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
障
が
い
者
等
日
常
生
活
用
具

給
付
等
事
業
で
給
付
対
象
と
な
っ

て
い
る
特
殊
マ
ッ
ト
や
移
動
用
リ

フ
ト
の
補
助
基
準
額
を
見
直
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
、
他
市
の
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
診
療
報
酬
が
上
が
ら
な
い
状

況
で
は
済
生
館
の
大
幅
な
増
益
は

期
待
で
き
な
い
上
、
建
設
費
に
見

合
う
国
か
ら
の
補
助
も
見
込
め
な

い
が
、
建
て
替
え
に
向
け
た
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
基
本
設
計
を
２
段
階
に
分
割

し
、
前
編
業
務
と
し
て
、
病
院
設

計
の
豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
事

業
者
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
必
要
な
機
能
を
満
た
し
つ

つ
可
能
な
限
り
コ
ス
ト
縮
減
を
図

る
た
め
の
方
策
を
、
十
分
に
検
討

し
て
い
く
。

QAQAQA

QAQA

QAQA

▲外国人や聴覚障がい者にも配慮した
　日本一の観光案内所を！

浅あ
さ
野の　
弥や
す
し史

（
新

翔

会
）

県
設
置
の
屋
内
型
ス
ケ
ー
ト

施
設
の
必
要
性
は
十
分
に

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

▲

霞
城
公
園
で
開
催
さ
れ
る

　
山
形
大
花
火
大
会

※１　アクセシブル・ツーリズム…年齢や障がいの有無などにかかわらず、誰もが旅行を楽しめることを目指す取り組みのこと。
※２　二地域居住…都市部と地方部に２つの拠点を持ち、定期的に地方で過ごしたり、仕事をするライフスタイルのこと。
※３　ＳＡＦ…廃食油、廃プラスチックなどの循環型の原料から製造される航空燃料。Sustainable Aviation Fuelの略称。
※４　総合評価落札方式…入札価格以外にも、企業の施工実績や地域貢献などの要素を総合的に評価し、落札者を決定する方式。
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本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
令
和

７
年
度
に
実
施
し
た
常
任
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

７月２２日（火）
　～２４日（木）

福岡県福岡市 福岡城潮見櫓復元について

山口県下関市 消防団員活動力強化事業について

佐賀県佐賀市 佐賀市公式スーパーアプリについて

総 務 委 員 会
（２班）

７月２９日（火）
　～３１日（木）

静岡県掛川市 高校生ドローン防災航空隊について

岐阜県岐阜市 自動運転バスの実証実験について

愛知県豊田市 電子契約サービス「ＧＭＯサイン」について

厚 生 委 員 会
（１班）

７月２２日（火）
　～２４日（木）

兵庫県川西市 川西市立総合医療センターの整備について

徳島県徳島市 保育人材確保の取り組みについて

兵庫県明石市 ０歳児見守り訪問おむつ定期便に関する事業に
ついて

厚 生 委 員 会
（２班）

７月２９日（火）
　～３１日（木）

広島県東広島市 重層的支援体制整備事業について

広島県呉市 データヘルスによる健康寿命延伸の取り組みに
ついて

熊本県熊本市 熊本市こども発達支援センターについて

総務（１班）

佐賀市のあらゆるサービスを１つのアプリに
～佐賀市公式スーパーアプリ～

　令和５年６月にリリース
された佐賀市公式スーパー
アプリには、本人確認など
に活用することができるデ
ジタル市民証のほか、市内
３４校で運用している学校出

欠連絡ミニアプリ、避難所開設状況・浸水箇所のリアル
タイム表示機能などを持つ災害・防災ミニアプリなど、
７年７月時点で２５のミニアプリが搭載されています。
　粗大ごみ収集予約システムやタクシーアプリとの連携
など、市民ニーズに応じた柔軟なバージョンアップを 
行っており、市民約２２万人に対して、７年４月には約７万 
５，０００ダウンロードを突破し、月平均利用回数は約８万
回と、多くの市民に活用されていました。

　岐阜市では、バスの運転
手不足解消に向けて令和元
年度から自動運転事業を進
め、令和５年１１月に、中心
市街地では全国初となる自
動運転バスを導入しました。

　市内の中心市街地や岐阜公園などの観光地を周遊する
自動運転バスは、現在はレベル２（オペレーターが同乗
し、状況に応じて手動操作）で運行されており、継続運
行期間である５年間の中で段階的にインフラ整備を進め、
レベル４（特定条件下で完全自動運転）での運行を目指
しています。７年７月には乗車人数７万人を達成し、持
続可能な公共交通とするため、路上駐車の抑制や車両の
開発高度化などにも取り組んでいました。

総務（２班）

中心市街地へ自動運転バスを導入
～ GIFU HEART BUS ～

厚生（１班）

地域医療を守るため、安定的で継続的に良質な医療を提供
〜川西市立総合医療センター〜

　以前の市立川西病院は赤
字経営が続いており、市か
らの支援継続が困難になっ
たため、川西市は医療法人
協和会共立病院との統合を
前提に川西市立総合医療セ

ンターを設置し、指定管理者制度を導入しました。
　指定管理者からの提案で、新病院の病室は全室個室と
し、病棟廊下をクロス型にしてその交点にスタッフス 
テーションを配置することで、患者搬送や物流動線の効
率化を図っていました。
　また、救急搬送の市内完結率向上を図るため、平時か
ら救急不対応案件の分析や、看護部を交えたベッドコン
トロールの工夫にも取り組んでいました。

　東広島市では、目指すま
ちの姿の一つとして地域共
生社会の実現を掲げ、地域
住民や地域の多様な主体と
共に地域をつくっていくこ
とを目指しています。

　その中で実施している重層的支援体制整備事業の具体
例として、包括的相談支援事業、多機関協働事業などが
あり、これらの事業に携わる多機関の専門職がつながる
ためのコアネットワーク会議を開催しています。この会
議を社会福祉法上の支援会議に位置付けることで個人情
報の共有が可能となり、専門職の連携のみならず、民生
委員などの地域の多様な主体との連携協働を進めていま
した。

厚生（２班）

重層的支援体制を整備し、
やさしい地域 みんなと共に 生きる社会へ

常
任
委
員
会
視
察
報
告

常
任
委
員
会
視
察
報
告
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

産業文教委員会
（１班）

１０月８日（水）
　～１０日（金）

北海道札幌市 公立夜間中学校の取り組みについて

北海道倶知安町 宿泊税の取り組みについて

北海道ニセコ町 宿泊税の取り組みについて
スキマバイトの活用について

産業文教委員会
（２班）

８月１８日（月）
　～２０日（水）

徳島県徳島市 阿波踊りを活用した観光振興と賑わい創出について

香川県高松市 高松市中央卸売市場青果棟再整備について

香川県三豊市 公立夜間中学校と不登校対策について

環境建設委員会
（１班）

７月２２日（火）
　～２４日（木）

北海道札幌市 ウォーカブルシティについて

北海道岩見沢市 除雪について

北海道札幌市 空き家対策について

環境建設委員会
（２班）

７月３０日（水）
～８月１日（金）

兵庫県神戸市 ローコードツールを活用したスマート応急給水の
取り組みについて

岡山県倉敷市 倉敷市景観計画によるまちづくりについて

岡山県岡山市 太陽光発電設備等共同購入事業について

産業文教（１班）

世界に誇れるリゾート地を目指し、観光振興のための財源を確保
～全国で唯一の定率制宿泊税～

　ニセコエリアのメインリ
ゾート地が所在する倶知安
町では、ロードヒーティン
グや公共駐車場の整備に必
要な財源確保のため、令和
元年１１月から、全国唯一の

定率制の宿泊税を導入しています。
　税率は宿泊料金の２％であり、他自治体で導入してい
る定額制とは異なり、昨今の物価や宿泊価格の高騰に応
じた税収確保が可能となり、令和６年度の税収は約５億
６，８００万円となりました。
　税収は、リゾート地区間のシャトルバスの運行支援や、
ロードヒーティング電気料などに充てられており、リゾー
ト地としての質の向上、魅力の向上に活用されていました。

産業文教（２班）

本人の希望を尊重した、きめ細やかな対応を行う学びの場
〜三豊市立高瀬中学校夜間学級〜

　三豊市では、不登校など
の事情で十分な教育を受け
られずに中学校を卒業した
人や、言葉の壁から思うよ
うに学習ができなかった外
国籍の人などが学び直しを

することができる場として、また、不登校の生徒も通う
ことができる学びの多様化学校として、令和４年４月に
高瀬中学校夜間学級を開設しました。
　生徒一人一人の学習レベルに適した学びを提供するた
め、基礎的内容を学ぶコースや進学・就職を目指すコー
スなどを設定し、不登校の生徒と学齢経過者が共に学ぶ
ことで、相互の違いを知り、受け止めることが自身の変
容につながるなど、特色のある学びの場となっていました。

環境建設（１班）

空き家の適切な管理に向けて
発生を抑制し、流通・活用を促進

　札幌市では、令和５年の
空き家件数が１５万５，０００戸
を超えており、危険な空き
家の除却推進や、民間と連
携した空き家対策に取り組
んでいます。

　危険な空き家の除却への補助制度として、所有者など
が除却を行い、除却後の土地を町内会などに５年以上無
償貸与する場合、通常の除却と比較して補助率や補助上
限を高めているほか、「札幌市空き家と住まいのハンド 
ブック」や、ウェブサイトで解体費や土地売却価格の概
算額を把握できる「札幌市版すまいの終活ナビ」を活用
してもらうことで、空き家の処分や管理の意思決定を支
援する取り組みも行っていました。

環境建設（２班）

効率的な情報共有で、
災害時の応急給水業務の負担を軽減

　神戸市では、災害時の応
急給水業務の効率化のため、
応急給水での情報共有・情
報処理の効率化に取り組ん
でいます。これまでは紙の
様式を手渡しして行ってい

た作業指示や作業報告を、いつでもどこからでも利用で
きる情報共有システムを使用して行うことで、情報の入
力や確認を効率化し、受援側と応援側の双方の負担を軽
減することができるようにしています。
　また、データを自動で集約し、拠点ごとの給水量をグ
ラフ化することなども可能となり、給水車の差配の判断
に活用できるなど、効率的な応急給水につながる仕組み
となっていました。
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あ
の
猛
暑
の
連
続
は
ど
こ
へ
。

　
早
い
も
の
で
１１
月
、
霜
月
を
迎

え
ま
し
た
。

　
深
ま
り
ゆ
く
秋
と
と
も
に
、
日

本
一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、 

山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
、
や
ま

が
た
秋
の
芸
術
祭
、
そ
し
て
今
年

は
、山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
祭
と
、
皆
さ
ま
も
お
楽
し
み

い
た
だ
け
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
で
は
、
９
月
定
例

会
で
の
質
疑
、
議
論
の
内
容
を
中

心
に
ご
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、
皆
さ

ま
と
の
結
び
つ
き
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
ど
の

よ
う
に
頂
戴
で
き
る
か
に
腐
心
し

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
意
見
交
換

会
と
議
会
報
告
会
を
準
備
中
で
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
広
報
広
聴
委
員　
遠
藤　
吉
久

編
集
後
記

スマホで視聴できます

で 検索山形市議会　中継

　スマートフォン・タ
ブレットなどで本会議
や予算委員会などの模
様（生中継・録画）が
視聴できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

▲山形市議会
　中継

議会報告会＆議場演奏会を開催します
　９月・１２月定例会での審議内容や議決結果、各常任委員会のトピックスなどを、市議会議員が市民の皆さ
まへ分かりやすくお伝えする「議会報告会」と、市議会をより身近に感じていただくことを目的に議場で山
形交響楽団の演奏をお楽しみいただく「議場演奏会」を併せて開催します。
※「議会報告会」はオンライン（Zoom）でもご参加いただけますが、「議場演奏会」は会場参加のみとなります。
　また、議場演奏会のみの参加はできませんので、ご了承ください。

期　　日：令和８年１月３０日（金）　議会報告会　午後１時～２時１５分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後０時３０分より受付）
　　　　　　　　　　　　　　　　議場演奏会　午後２時３０分～３時３０分
場　　所：議場（市議会棟３階）
対 象：山形市内在住者９０人程度（応募多数の場合は抽選となります）
申し込み：‌�申し込みフォームから応募またはハガキに以下の必要事項を記入

してご応募ください。
　　　　　令和７年１２月４日（木）必着。締め切り後、抽選結果と当日の案内を送付します。
　　　　　※お電話での申し込みは受け付けしておりませんのでご注意ください。

【必 要 事 項】　①氏名　②郵便番号・住所　③電話番号（日中連絡のとれるもの）
　　　　　　　④配慮が必要な事項（車いす利用など）
　　　　　　　（複数人参加の場合は申込者全員の氏名、郵便番号・住所、要配慮事項を明記）
　　　　　　　※オンライン参加希望の場合はその旨記載してください。
【申し込み先】　申し込みフォーム：右の二次元コードより
　　　　　　　ハガキ：〒９９０－８５４０ 山形市旅篭町２丁目３―２５
　　　　　　　　　　　山形市議会事務局議事課まで
【お問い合わせ】　☎０２３（６４２）８４０４（直通）

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わせ
ください。
　なお、１２月定例会で審査される請願・
陳情の締め切りは、１１月２１日（金）です。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２７日（木）　
　　～１２月１２日（金）

１２月定例会の日程
（予定）

山形市の友好都市である台南市へ
救援金を贈呈しました

　山形市議会では、令和７年
７月に発生した台風４号で被
災した台南市を支援するため、
救援金として３３万円を贈呈し、
黄
こう

偉
い

哲
てつ

 台南市長から感謝状
をいただきました。
　被災された皆さまへ心より
お見舞い申し上げますととも
に、台南市の一日も早い復興
を祈念しております。

▲‌�令和７年９月１４日に開催さ
れた「台南市代表団歓迎会」
で台南市長へ救援金を贈呈

▲議会報告会＆議場演奏会
　申し込みフォーム
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